
令和 6 年度 国際漁業資源の現況  17 メバチ 東部太平洋 

© 2025 水産庁 水産研究・教育機構 

17 ― 1 

メバチ 東部太平洋 
（Bigeye tuna Thunnus obesus） 

 

 

管理・関係機関 

全米熱帯まぐろ類委員会（IATTC） 

最近の動き 

2023 年の総漁獲量は約 6.7 万トン（予備集計）で前年の約

98％であった。最近の資源評価は、2024 年に IATTC 事務局に

より複数（33 モデル）の資源評価モデルを用いて統合した結

果に基づいて管理方策を提示する手法で実施された。最大持続

生産量（MSY）は 8.3 万～11.8 万トンと推定され、全てのモデ

ルで 2023 年の漁獲量より高かった。産卵資源量レベル

（S2024/SMSY）の重み付き平均は 1.05 であり、暫定目標管理基

準値を下回る確率（P (S＜SMSY)）は 46.6％、暫定限界管理基準

値を下回る確率（P (S＜Slimit)）は 0.2％であった。漁獲の強さ

（F2021-2023 / FMSY）の重み付き平均は 0.79 であり、暫定目標管理

基準値を上回る確率（P (F＞FMSY)）は 24.7％、暫定限界管理基

準値を上回る確率（P (F＞Flimit)）は 0.1％であった。したがっ

て、本資源は乱獲状態の可能性が低く、漁獲の強さが過剰であ

る可能性も低い。2021 年の会合において議論がなされ、2022

～2024 年に適用される管理方策が合意された。2024 年の

IATTC 年次会合において、措置の見直しの議論が行われたが、

合意に至らず、現行措置の 2 年延⾧を基本とした措置が採択

された。 

利用・用途 

はえ縄の漁獲物は生鮮（刺身）、まき網の漁獲物は缶詰をは

じめとする加工品として主に利用される。 

漁業の概要 

IATTC が管理する東部太平洋は、南北緯度 50 度以下、西経

150 度以東と南北アメリカ大陸の海岸線に囲まれた海域であ

る（図 1）。主にはえ縄とまき網によって漁獲される。1975～

1993 年までは、はえ縄による漁獲が大部分（約 88％）を占め

ており、1986 年に 10 万トンに初めて達した。その後、1990

年代に入って集魚装置（FAD）を使用したまき網操業が発達す

ると、まき網の漁獲が急増するとともにはえ縄の漁獲が減少し

た。2000 年に総漁獲量のピーク（約 14.3 万トン）を記録した

後、減少傾向となり、2023 年には約 6.7 万トン（予備集計）

となった。この年、まき網とはえ縄の漁獲割合はそれぞれおよ

そ 70.9％、29.1％であった（IATTC 2024a、2024b）（図 2 上）。 

まき網漁業について、当初は米国船が多かったが、1970 年

代の終わり頃からメキシコ、ベネズエラ船が増加するとともに

図 1. 太平洋におけるメバチの分布域 

赤色と緑色を合わせた海域が索餌域（分布域）。赤色が産卵域（年平均表面水温 24℃以上）。 



令和 6 年度 国際漁業資源の現況  17 メバチ 東部太平洋 

© 2025 水産庁 水産研究・教育機構 

17 ― 2 

米国船が減少し、1990 年代に入ると、エクアドルやバヌアツ

船が増加した。伝統的にイルカ付き操業と素群れ操業が行われ

てきたが、これらは主としてキハダを漁獲していた。1990 年

代に FAD 操業が発達すると、まき網によるメバチの漁獲量が

急増した。FAD 操業では尾叉⾧ 50 cm 程度を主体とするが、

中西部太平洋と異なり、80 cm 以上のメバチも FAD 操業で漁

獲される。主たる操業位置は北緯 10 度から南緯 20 度間のエ

クアドル沿岸から西経 130 度付近である（図 3 下）。2010 年

以降のまき網漁獲量のおおよそ 60％をエクアドルが占め、こ

れにパナマ（15％程度）が続く（図 2 下、付表 1）。我が国の

まき網船は 1970 年代初頭に操業していたが、現在は出漁して

いない。まき網による海上でのメバチの平均投棄率（2019～

2023 年）は、総漁獲量の 0.1％と推定された。まき網船の隻数

は 1961 年から 2023 年の間に 125 隻から 246 隻に増加し、そ

れに伴い魚艙容量は 3.2 万 m3 から 26.1 万 m3 に増加したが、

過去最高値を記録した 2019 年よりやや減少した。まき網総操

業数は 2022 年に過去最高値の 33,316 操業を記録し、2023 年

の予備集計値は 31,856 操業であった（IATTC 2024a）。 

はえ縄漁業について、我が国漁船は 1952 年のマッカーサー

ライン撤廃以降、急速に漁場を拡大し、1958 年に東部太平洋

に初めて出漁し、1960 年には中央アメリカ沿岸に達した

（Suzuki et al. 1978）。その後も南北両半球の温帯域に操業域

を広げ、1965 年に地理的に最も広く操業が行われ、その後、

1970 年になるまでは地理的な操業範囲が最も拡大していた時

期である。当初は缶詰等の加工品原料としてキハダとビンナガ

を漁獲していたが、1970 年代半ばには、刺身需要の増加と冷

凍設備の改善によってメバチへと主たる対象魚種を変更した。

2000 年以降、南北アメリカ沿岸域への出漁が減少し、現在は、

赤道を挟んだ南北 15 度の範囲が主な漁場となっている（図 3

上）。日本の漁獲量は 1960 年以降、増加傾向を示し、1986 年

には約 9.2 万トンの最高値を記録した。その後、1991 年まで

はおよそ 6.6 万～8.8 万トンで推移した後減少を続け、2023 年

は前年の約 73％にあたる 2,648 トン（予備集計）である。台

湾船は 1960 年代から出漁しているがビンナガを主対象として

おり、近年のメバチの漁獲は年 5,000 トン前後である。韓国船

は 1970 年代半ばから操業があり、2005 年以降は年 8,000 ト

ン前後で推移していたが、2023 年は過去 10 年間で最高とな

る 11,428 トンを記録した。中国船は 2015 年の 8,401 トンか

ら減少傾向にあり、2023 年は 2,382 トンであった。このほか

に米国、バヌアツ等が数千トンの漁獲を行っている（図 2 下、

付表 1）。はえ縄船の漁獲サイズは、主として尾叉⾧ 100 cm

以上である。 

生物学的特性 

メバチは、三大洋の熱帯域から温帯域にかけて広く分布す

る。若齢で小型のメバチは、似たような大きさのカツオやキハ

ダと群れを作ることがあり、これらはもっぱら表層に分布する。

成⾧するにつれて、メバチ単独の群れとなり、より水深の深い

層にも分布するようになる。産卵は水温 24℃以上の水域で周

年行われると考えて良い（Schaefer et al. 2005）が（図 1）、

季節性もみられる。東部太平洋では赤道の北側で 4～10 月が、

南側で 1～6 月が盛期である。なお、中西部太平洋では赤道の

北側で 4～5 月が、南側では 2～3 月が盛期との報告もある（二

階堂ほか 1991）。このような産卵期の違いは、東部太平洋内

に複数系群が存在する可能性を示唆する。近年、西経 140 度、

155 度、170 度、180 度の赤道を放流点として、放流点と再捕

点のみが分かる標識と、移動経路が分かる標識を用いた大規模

な標識放流調査が行われた（Schaefer et al. 2015）。東西方向

に、隣の放流点にまで移動する例は多数みられたが、それ以上

の⾧距離移動は少なかった。さらに、熱帯域では太平洋の西経

150 度のあたりで漁獲サイズが異なることが知られている（図

4）。一方で、はえ縄やまき網の漁獲状況をみると、東部太平

洋内では明瞭な漁獲の切れ目がない（IATTC 2023a）。このよ

うに系群あるいはもっと狭い範囲の個体群の存在についての

異なる見解が得られるため、判断が難しいものの、近年の資源

評価の場合も含めて、東部太平洋のメバチの資源評価では、東

部太平洋で一つの系群と見なし、中西部太平洋と西経 150 度

で区分している。 

メバチは多回産卵型で、産卵期にはほぼ毎日産卵し、産卵は

夜間（19 時から真夜中；二階堂ほか 1991、19 時から朝 4 時；

Schaefer et al. 2005）に行われ、1 回当たりの産卵数はハワイ

南西沖のサンプルから体⾧ 150 cm で約 220 万粒であると考

えられている（二階堂ほか 1991）。本種の寿命は、オースト

ラリアのサンゴ海で放流後 10 年以上経過してから再捕された

例から 10～15 年であろうと考えられている。胃内容物からは

魚類や甲殻類、頭足類等、幅広い分類群が出現し、餌の選好性

は弱く、日和見的であると考えられる。しかし、他のマグロ類

に比べてハダカイワシ類やムネエソ等の中深層性魚類が多い

ことは指摘できる。仔魚期、稚魚期には多くの捕食者がいると

図 2. 東部太平洋におけるメバチの漁法別漁獲量（上）、

国・地域別漁獲量（下）（1960～2023 年） 
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思われるが情報は少ない。さらに遊泳力が付いた後は大型のカ

ジキ類、サメ類、歯鯨類等に外敵は限られてくるものと思われ

る。雌の最小成熟体⾧は 102 cm（2～3 歳）、50％成熟体⾧は

135 cm（約 3 歳）、150 cm 以上（6 歳以降）では 100％が成

熟していると報告されている（Schaefer et al. 2005）。最大で

尾叉⾧ 200 cm、体重 170 kg を超え、これまでに太平洋で報告

された最大個体の体⾧は 236 cm であった（尾叉⾧か全⾧かは

不明、FAO 1983）。自然死亡に関して、従来は既往の知見

（Hampton 2000）に整合するように自然死亡係数が仮定され

ていたが、最新の資源評価では Lorenzen の式が導入された（図

5、Lorenzen et al. 2022）。この手法は、自然死亡係数に対す

る体⾧の違いを理論的に担保し、さらに、自然死亡係数の平均

値を資源評価モデル内で推定することにより、他のデータとの

一貫性が保たれた自然死亡係数を推定することができる。成⾧

に関する情報としては、標識放流データと耳石を用いた年齢査

定データがある。従来の成⾧式はこれらのデータに Richards 

model を当てはめて推定され、資源評価で使用されてきた（Xu 

図 3. 太平洋における 2013～2022 年の漁場図 

（上：はえ縄、下：まき網） 

上図：赤色がメバチ、橙色がキハダ。凡例の丸は 2,000 トン。 

下図：メバチの漁獲。青色がイルカ付き操業、緑色が素群れ操業、

橙色が流れもの操業（FAD 操業含む）。 

凡例の丸は 10,000 トン。 

図 4. はえ縄漁業によるメバチの平均漁獲サイズ（kg）の一例 

（2010 年） 

図 5. 東部太平洋におけるメバチの自然死亡曲線 

前回の資源評価（青色：雄、橙色：雌）と、最新の資源評価

（灰色：雄、黄色：雌）で使用された四半期ごとの自然死亡

係数を示している。参考として Hampton（2000）で推定され

た値も示している（黒色）。 

図 6. 東部太平洋におけるメバチの成⾧曲線 

赤は前回評価で使用された成⾧曲線（Richards model）を、

青は今回評価で使用された成⾧曲線（Growth cessation 

model）を示し、それぞれの幅は 95％信頼区間を示す。 
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et al. 2020）。最新の資源評価では、よりデータへの当てはま

りが良い Growth cessation model（Maunder et al. 2018）を用

いて推定された成⾧式に変更された（図 6、Xu et al. 2024）。

体⾧体重関係式は従来から下記の式が使用されている。 

体⾧体重関係式 Nakamura and Uchiyama（1966）： 

W = 3.661×10-5×L2.90182 

（L：尾叉⾧（cm）、W：体重（kg）、t：年齢） 

資源状態 

IATTC 条約において定められたメバチの管理目標は産卵資

源量を MSY 水準に維持することである。IATTC は 2014 年に、

暫定目標管理基準値として SMSY（MSY 水準を満たす産卵資源

量）と FMSY（SMSY を維持する漁獲圧）を、限界管理基準値とし

て Slimit（漁業がないと仮定した状態の産卵資源量の 7.7％に相

当する産卵資源量）と Flimit（Slimit を維持する漁獲圧）を定めた。

最新の資源評価は、2024 年に IATTC 事務局によって統合モデ

ルの Stock Synthesis（SS）を用いて実施された。本資源評価で

は、前回評価時からモデルの設定が変更された。これまでの資

源評価の問題点として、「加入レジーム」と「はえ縄の漁獲サ

イズの実測値とモデル推定値の乖離」の二つが指摘されていた。

前者は、1990 年代半ばに、まき網の FAD 操業が発展した時期

以降の加入推定値が、それ以前と比べて、傾向的に高く推定さ

れる問題であり、後者は同時期以降に、日本はえ縄船の漁獲サ

イズが大きくなった（実際にはそのような変化がない）ように

推定され、実測値との乖離が生じている問題である。加入レジ

ームの問題を解決するため、前回評価以降モデルの改良を重ね、

レジームの程度は 140％から 20％まで抑えられた（Xu et al. 

2023）。レジームの解消に最も大きく影響を与えた改良として、

はえ縄選択性曲線のタイムブロックを追加し、2010 年以前は

ドーム型の選択曲線を仮定したことが挙げられている。これは、

従来の漸近型の曲線ではなくドーム型の曲線を仮定すること

で、大型魚の漁獲圧が低下して産卵親魚量のスケールを押し上

げたことで、漁獲量を説明するために調整された加入の変動が

緩和されたと考えられる。その他の大きな変更点として、はえ

縄 CPUE の高精度化を目的として、従来よりも解像度の高い操

業レベルデータを使用したことが挙げられる。 

資源評価は複数のモデルを統合した結果に基づいて実施さ

れた。本手法は、対象種の生物特性、資源の生産力、漁業の操

業形態について、複数のあり得そうな設定を考慮することが出

来るため、モデル構築に関わる不確実性を効果的に組み合わせ

て、管理方策の策定に取り込むことが可能になる（IATTC 2020）。

具体的には、1) はえ縄漁獲サイズの実測値とモデル推定値の

乖離、2)漁獲効率の増加（エフォートクリープ）、3)再生産関

係のパラメータ（スティープネス）、が不確実性として考慮さ

れ合計で 36 モデルが構築された後、収束した 33 モデルで資

源評価が行われた（表 1）。各モデルの重み付けは基本的に等

価とされたが、スティープネスにおいてのみ専門家の判断に応

じて重み付けがされた。 

資源評価の結果、MSY は 8.3 万～11.8 万トンと推定され、

全てのモデルで、2023 年の漁獲量より高かった。産卵資源量

レベル（S2024 / SMSY）の重み付き平均は 1.05 であり、暫定目標

管理基準値を下回る確率（P (S＜SMSY)）は 46.6％、暫定限界管

理基準値を下回る確率（P (S＜Slimit)）は 0.2％であった（表 2、

図 7）。漁獲の強さ（F2021-2023 / FMSY）の重み付き平均は 0.79 で

あり、暫定目標管理基準値を上回る確率（P (F＞FMSY)）は 24.7％、

暫定限界管理基準値を上回る確率（P (F＞Flimit)）は 0.1％であっ

た。これらの結果によると、本資源は乱獲状態の可能性が低く、

漁獲の強さが過剰である可能性も低いと考えられる。漁業がな

いと仮定して推定した状態の産卵資源量を 1.0 としたときの、

実際の産卵資源量との比（Spawning Biomass Ratio: SBR）は

2010 年代半ばまで減少傾向を示し、それ以降は概ね安定して

いる（図 8）。海域全体の加入量は、1990 年代初頭まで減少

した後、変動しながらその後は安定していたが、近年は増加傾

向にある（図 9）。若齢魚の漁獲死亡係数は、1990 年代半ば以

降 FAD 操業の発展とともに増加したものの、近年は減少傾向

にある（図 10）。これは、まき網船へのメバチ漁獲規制によ

り若齢魚への漁獲圧が低下したことが原因と考えられている

（Ovando et al. 2024）。一方、親魚の漁獲死亡係数は、2010

年代半ばまでなだらかに上昇した後、近年は安定している（図

10）。各漁業が産卵資源量に与える影響は、1990 年代までは

え縄漁業によるものが大きかったが、近年ではまき網漁業（ほ

とんどが FAD 操業）によるものが大半である（図 11）。 

近年（2021～2023 年）の漁獲死亡係数が、MSY レベルを超

える確率が低い（24.7％）ことから、現在の漁獲圧が維持され

不確実性の軸 重み付け

はえ縄サイズ組成 Fix Gro Sel Mrt 等価

エフォートクリープ 0% 1% 2% 等価

スティープネス 1 0.9 0.8 専門家の判断

表 1. 東部太平洋におけるメバチの資源評価モデルの諸設定 

3 種類の不確実性に対処するため、それぞれで異なる仮定を置いて複数モデルが構築された。 

はえ縄の漁獲サイズの実測値とモデル推定値の乖離（はえ縄サイズ組成）への対処として、Fix（ベースモデル）の内部で

成⾧を推定したモデル（Gro）、全期間においてはえ縄の選択性にドーム型を仮定したモデル（Sel）、内部で自然死亡を

推定したモデル（Mrt）の 4 モデルが構築された。 

これに加えて、エフォートクリープとして 3 通りの漁獲効率（年率）を仮定したシナリオ、スティープネスとして 3 通り

の値を仮定したシナリオを考慮して合計で 36（4×3×3）モデルが構築された。その内、収束した 33 モデルを用いて資源

評価が行われた。 

なお、各モデルの重み付けは基本的に等価であるが、スティープネスについてのみ専門家の判断に応じて重み付けされた。 
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図 9. 東部太平洋におけるメバチの加入量

（1979～2023 年） 

1979 年以降の平均加入量を 1 とした相対値の

推移が 33 モデルで示されている。 

 

図 10. 東部太平洋における年齢別のメバチの

漁獲死亡係数の推移（1979～2023 年） 
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管理方策 

漁獲管理ルールについて、2016 年に開催された IATTC 第 90 
回年次会合において合意され、2023 年の IATTC 第 101 回年次

会合で修正（MSY が推定できない場合の代替値の使用を追記。

ただしメバチの場合は MSY が推定可）され、以下の通りとな

った。 

①熱帯まぐろを対象とするまき網漁業について、漁獲死亡率を、

最も厳しい管理を必要とする魚種の最大持続生産量（MSY）

を達成する水準（MSY が推定できない場合は代替値）以上と

ならないよう維持する。 

②熱帯まぐろを対象とするまき網漁業について、漁獲死亡率が

限界管理基準値（親子関係を想定し、加入が初期資源加入量

の 50％に減少する状態における産卵親魚量を維持する漁獲

死亡率）を超過する確率が 10％以上となる場合、50％の確

率で MSY を達成する水準（MSY が推定できない場合は代替

値）以下となるまで削減し、かつ限界管理基準値を超過する

確率を 10％以下とする措置を可能な限り早期に実施する。 

③熱帯まぐろを対象とするまき網漁業について、産卵親魚量が

限界管理基準値（親子関係を想定し、加入が初期資源加入量

の 50％に減少する状態における産卵親魚量）を下回る確率

が 10％以上となる場合、50％以上の確率で目標水準（MSY

を達成する水準の産卵親魚量（MSY が推定できない場合は

代替値））まで回復させ、かつ 2 世代以内または 5 年以内の

うちより⾧い期間中に限界管理基準値を下回る確率を 10％

以下とする措置を実施する。 

④熱帯まぐろを対象とするまき網漁業以外の漁業に関する追

加規制を IATTC 事務局が勧告する際には、対象資源に与え

る相対的な影響も踏まえ、まき網漁業で採択された措置と

可能な限り一貫性を持たせる。 

 

IATTC 事務局と科学諮問委員会からの勧告に基づき、2021

年 8 月の年次会合、10 月の再開会合で議論がなされ、メバチ・

キハダを対象とした新たな管理方策措置が合意され、2022 年

からの 3 か年（2022～2024 年）に適用された。2024 年の IATTC

年次会合において、措置の見直しの議論が行われたが、合意に

至らず、現行措置の 2 年延⾧を基本とした措置が採択された。 

 

（1）まき網漁業 

①72 日間の全面禁漁 

（ただし、メバチの漁獲量に応じて禁漁期間を延⾧） 

②沖合特定区での 1 か月間の禁漁 

③集魚装置（FAD）の使用数制限 

（2）はえ縄漁業 

国・地域別メバチ漁獲枠の設定 

（我が国漁獲枠は 32,372 トン） 

 

図 11. 東部太平洋におけるメバチの産卵魚

資源量と各漁業のインパクトの推移（1979

～2023 年） 

紫色部分が実際の産卵資源量、赤色、緑色及

び青色はそれぞれ、はえ縄、まき網（FAD 操

業含む）及び投棄により漁獲された量を示す。 
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【管理戦略評価（MSE）の検討状況】 

「4. マグロ類 RFMO における管理戦略（総説）」の MSE に

関する説明を参照のこと。 
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熱帯まぐろサブユニット 

水産資源研究所 水産資源研究センター  

広域性資源部 まぐろ第 2 グループ 

⾧谷川 貴章・佐藤 圭介 
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メバチ（東部太平洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 

（最近 5 年間） 

6.7 万～10.5 万トン 

最近（2023）年：6.7 万トン 

平均：8.3 万トン（2019～2023 年） 

我が国の漁獲量 

（最近 5 年間） 

0.3 万～0.6 万トン 

最近（2023）年：0.3 万トン 

平均：0.4 万トン（2019～2023 年） 

資源評価の方法 統合モデル（SS） 

資源の状態 

（資源評価結果） 

S2024 / SMSY = 1.05 

P (S2024＜SMSY) = 0.46 

P (S2024＜Slimit) = 0.002 

F2021-2023 / FMSY = 0.79 

P (F2021-2023＞FMSY) = 0.25 

P (F2021-2023＞Flimit) = 0.001 

MSY レベルの点推定値に基づいた判断では過剰漁獲状態にも、乱獲状態にもない 

管理目標 検討中 

管理措置 

以下の措置が 2022～2024 年に適用 

 

（1）まき網漁業 

①72 日間の全面禁漁（ただし、メバチの漁獲量に応じて禁漁期間を延⾧（※1）） 

②沖合特定区での 1 か月間の禁漁 

③集魚装置（FAD）の使用数制限（※2） 

 

（2）はえ縄漁業 

国・地域別メバチ漁獲枠の設定（我が国漁獲枠は 32,372 トン） 

 

（※1）年間の船別メバチ漁獲量が 1,200 トン以上で 10 日間の禁漁期間の延⾧。 

漁獲量が 300 トン増加するごとに、追加で 3 日間の禁漁期間の延⾧。 

2022 年については、2017～2019 年平均の 

メバチ漁獲量が 1,200 トンを超過していたまき漁船について、 

一律 80 日間の禁漁期間。 

（※2）上限数は船の大きさによって異なる。 

例えば魚槽容量 1,200 m3 以上の船の上限数は 340 個。 

 

管理機関・関係機関 IATTC 

最近の資源評価年 2024 年 

次回の資源評価年 2027 年 
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